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                                           (社)全国地質調査業協会連合会 

 

「地質調査技士」登録更新の手続き方法は、平成25 年度より次の通り実施いたします。 

 

 

 

（経緯） 

 

 

（「ＣＰＤ記録の報告」導入の経緯） 

平成7 年に大阪で開催された APEC 首脳会議を契機に、技術士法は平成12 年4 月に一部が改正され、技

術士の継続研鑚（CPD：Continuing Professional Development）が責務として明文化されました。また、APEC Engineer

制度においては、資格更新時に 250 単位/5 年間の CPD が義務づけられました。 

一方、発注機関である国土交通省や地方自治体などでは、この CPD を活用する動きがここ数年で急速に

ひろまっており、地質調査業務などにおける入札参加資格や技術者評価などで活用されるようになってきました。 

このような状況の下、全地連では、国や資格運営団体の動向を踏まえつつ、地質調査技士の技術力向上や資格活用

の機会増加などを観点に登録更新制度の在り方を検討し、平成19 年度には「地質調査技士登録更新制度」におけ

る CPD の活用を決定いたしました。 

この CPD を活用した登録更新制度は、周知期間を経た平成25 年度より開始いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

地質調査技士登録更新制度地質調査技士登録更新制度地質調査技士登録更新制度地質調査技士登録更新制度    「ＣＰＤ「ＣＰＤ「ＣＰＤ「ＣＰＤ記録記録記録記録のののの報告報告報告報告」」」」についてについてについてについて    （（（（手続手続手続手続きききき方法方法方法方法のののの概要概要概要概要））））    

 

１１１１．．．．CPDCPDCPDCPD とはとはとはとは？？？？    

  CPD とは、「継続教育」「継続研鑚」のことで、「・技術者が基礎教育を終了し社会に出てから、実務経験を積みな

がら高度な技術力を持つ技術者に成長するための教育」と「・その技術を生涯維持するために必要な再教育」から

構成されています。 

２２２２．．．．更新更新更新更新にににに必要必要必要必要ななななＣＰＤＣＰＤＣＰＤＣＰＤ単位数単位数単位数単位数についてについてについてについて    

保有する資格（部門）の数 必要なＣＰＤ単位数 備考 

１部門 ＣＰＤ１２５単位／５年間

＊

 例：現場調査部門のみを保有 

２部門以上 ＣＰＤ１７５単位／５年間

＊

 

例：現場技術・管理部門と土壌・地下水汚

染部門の２部門を保有 

＊５年間の合計に所定の CPD 単位を取得していただきますます。 

３３３３．．．．更新更新更新更新のののの対象対象対象対象となるとなるとなるとなるＣＰＤＣＰＤＣＰＤＣＰＤのののの取得期間取得期間取得期間取得期間についてについてについてについて        

最近５年間（更新年度の５年前の 12 月～更新年度の 11 月）に取得した CPD 単位を対象とします。 

      （例） 平成25年度に登録更新を迎える方の場合、平成20年12月～平成25年11 月に取得された CPD

を報告していただきます。 

                 前回更新手続き期間                                         更新手続き期間 資格有効期限 

                    ←—→                                             ←————————－→    ↓ 

Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 

|←―――――――――― ＣＰＤ報告対象期間 （５年間） ―――――――――→|  

                    Ｈ20.12月                                                                 Ｈ25.11月 

 

「地質調査技士登録更新制度」の一部変更について  （お知らせ） 

５年毎に実施する地質調査技士資格の登録更新は、次の２つの更新方法のうち、 

いずれかを任意選択し、必要な更新手続きを行うものとする。 

①①①①    「「「「登録更新講習会登録更新講習会登録更新講習会登録更新講習会」」」」のののの受講受講受講受講    （従来通りの更新手続き） 

②②②②    CPDCPDCPDCPD 記録記録記録記録のののの報告報告報告報告    （新たに導入した更新手続き） 
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４４４４．．．．更新更新更新更新のののの対象対象対象対象となるとなるとなるとなるＣＰＤＣＰＤＣＰＤＣＰＤのののの内容内容内容内容についてについてについてについて    

(1)(1)(1)(1)    各資格部門各資格部門各資格部門各資格部門でででで対象対象対象対象とするとするとするとするＣＰＤＣＰＤＣＰＤＣＰＤ    

① 「現場調査部門」、「現場技術・管理部門」 

“地質調査に関連した内容”の CPD 単位を対象とします。 

② 「土壌・地下水部門」 

上記①と同じ内容の CPD 単位”のほか、 

“土壌・地下水に関連した内容”の CPD 単位（最低５０単位／５年間）を対象とします。 

(2) (2) (2) (2) ＣＰＤＣＰＤＣＰＤＣＰＤ単位単位単位単位のののの取得形態取得形態取得形態取得形態    

上記４．のＣＰＤは、下表の取得形態により取得したＣＰＤを対象とします。 

取得形態 内 容 取得単位限度 

・講習会等の参加 社外の組織が主催した講習会、研修会、現場見学会 限度なし 

・社内の勉強会など 社内で開催した勉強会、講習会等への参加 年１０単位以内 

・自己学習 関連の内容のプログラムに即した自己学習（関連教材・書

籍等による学習も含まれる） 

年１０単位以内 

・現場経験、現場管理経験 主任技術者、現場管理者等で従事した現場経験で特に

自己学習に繋がる経験となったもの 

年１０単位以内 

・委員会活動など 全地連、地区協会、県協会、学会等の活動 年２０単位以内 

 

５５５５．．．．ＣＰＤＣＰＤＣＰＤＣＰＤ記録記録記録記録のののの報告報告報告報告様式様式様式様式についてについてについてについて    

CPD 記録の報告は、所定の様式（Excel）を使用し提出していただきます。この様式は、自己学習支援サイト

「ジオ・スクーリングネット」

＊

が提供する自己学習管理サービスと同じ様式を採用する予定です。 

なお、CPD の自己学習管理については、日本技術士会をはじめ、複数の学会や協会等が登録サービスを提供して

おります。こちらのサービスをご利用の方は、そのデータを利用して前述の所定様式に組み直していただき提出してい

ただく予定です。 

＊自己学習支援サイト「ジオ・スクーリングネット」  https://www.geo-schooling.jp/ 

このサイトは、土質・地質技術者生涯学習協議会が運営しており、講習会の開催案内や WEB 申込みのほか、

自己学習記録の管理・登録、CPD 証明書の発行などを行うことができます。利用希望者は、利用者登録を行うこ

とで、提供するすべてのサービス（CPD の登録や証明書発行など）を無料でお使いいただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CPDCPDCPDCPD 記録記録記録記録のののの報告様式報告様式報告様式報告様式    （（（（イメージイメージイメージイメージ））））    ※「ジオ・スクーリングネット」自己学習記録の様式    

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

当案内の内容については、予告なく変更する場合があります。この案内を参考に 

事前準備を進めていただいた上、登録更新時の案内に従い更新手続きを行ってください。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 


